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学

校
の
経
験

生
か
し
て
成
長
！　

　

五
月
の
話
で
す
が
、
中
二
の
娘
が
中
学
校
の
取
り
組
み
で
、
数
人

の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
公
共
交
通
を
使
っ
て
市
内
の
高
校
見
学
や

観
光
名
所
を
巡
る
郊
外
学
習
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
経
路
を
調
べ
、
バ
ス
や
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
ま
わ
っ

た
こ
と
、
名
所
め
ぐ
り
も
楽
し
く
、
見
学
先
の
高
校
で
は
、
て
い
ね

い
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
高
校
の
雰
囲
気
が
よ
く
わ
か
っ
た
、
と

言
っ
て
、
喜
ん
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
進
路
選
択
に
実
感
が
湧
き
、
ま
た
自
分
の

住
む
市
や
町
を
知
る
経
験
に
も
な
り
、
と
て
も
良
い
で
す
ね
。
特
に
、

う
ち
の
よ
う
に
親
が
忙
し
く
、
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と
市
内
を
公
共
交

通
を
使
っ
て
周
遊
す
る
な
ど
の
ゆ
と
り
が
な
い
家
庭
で
は
大
助
か
り

で
、
こ
ん
な
経
験
が
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
感
し
た
の
が
、
先
日
の
こ
と
─
─
。

　

娘
は
、
挑
戦
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
以
前
か
ら
漢
字
検
定
な
ど
受

け
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
京
都
検
定
を
三
級
か
ら
受
け
て
み
る
、

と
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
受
験
会
場
は
立
命
館
大
学
！　

そ
れ
も
試

験
日
は
参
議
院
選
挙
投
票
日
当
日
！　

母
は
連
れ
て
行
け
ま
せ
ん
。

だ
け
ど
、
過
去
に
立
命
館
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
一
度
行
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
の
と
、
前
述
の
中
学
校
で
の
経
験
で
自
信
が
つ
い
た
よ
う

で
、
な
ん
と
一
人
で
公
共
交
通
を
使
っ

て
受
験
に
行
き
ま
し
た
。

　

試
験
の
手
応
え
も
、
自
分
で
行
動
で

き
た
こ
と
も
、
本
人
に
と
っ
て
は
大
満

足
だ
っ
た
よ
う
で
、
良
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
！

参議院議員選挙ご支援ありがとうございました！参議院議員選挙ご支援ありがとうございました！
　結果及ばず……でしたが、でも
　諦めてはいられません！ 引き続き頑張ります！

　～物価高騰から暮らし守る消費税減税と賃上げを！
  軍拡・核共有ではなく憲法 9 条にもとづく平和外交を～

《京都 2 区の得票数》 

当 吉井　　章　　　自民　29,3071 ( 山科　1,7211)
当 福山　哲郎　　　立憲　27,5140 ( 山科　1,0065)
次 楠井ゆうこ　　　維新　25,7852 ( 山科　1,3037)
　 たけやまさいこ　共産　13,0260 ( 山科　   6280)
　 あだちゆうじ　　参政　　4,0500 ( 山科　    795)　
                                                                  　 他 4 人



新型コロナウィルスの感染急拡大に対する
申し入れ(7/15)　
　感染の急速な拡大によって、学級・学校閉鎖、保育園等のクラスや施
設単位の休園・休所が急増しています。京都市として、新たなウイルス
の特性に応じた感染拡大防止対策を徹底することを求めました。
　特に保育園等から要望のあった、検査キットの提供カ所の拡充につい
ては、各区役所単位で、と求めたところ、京都市当局は提供カ所の拡
大は検討していると回答しました。また、感染に不安がある方への無料
検査は 7 月 16 日から再開することを京都府が発表しています。
　感染が急拡大しています。保健所はじめ関係機関の対応が必要です
が、お困りの方は日本共産党市会議員団にご連絡ください。
　▶TEL 222-3728

　山科の公共交通を充実させるため住民の皆さん
　も委員として参加される重要な会議です。私も傍
　聴しました。

冒 頭、大 学 教 授 の 委員により『地 域 公共 交 通 計 画
と地 域公共交通会議の役割』と題した講演が行

われました。
　本 計画は「地 域の『持 続 可能 な公共 交 通 』を実現し
ていくもの」と言いますが、「公共 交 通は運 賃収 入が 確
保されなければ 維 持できず、赤 字 の負 担を負うことに
なる。行政の負 担にも限界がある」と言 われました。し
かし、日本では行政はほとんど 負担していません。これ
に対して、ヨーロッパの国々のように税金を財源に公共
交通の維持に国が責任果たすことが必要では？と感 想
をもちました。
　また、委員は山 科区のバス乗車を増やす住 民 運 動を
大変評価して、地域で支える取り組みを山科区モデルと
して他地域に伝播していくべきと言われました。
　これに対しては、住民による自助共助の取り組みをあ
てにするのは、住民にも限界があることをいかに考える
のか？　と疑問をもちました。重要なインフラとして公
共交通を支えるべき公 的責任であることが 議論される
べきです。
 
 他の委員からの代表的な発言は以下の通りです。

◆小金塚委員
　 ボランティアバスは住 民に負 担の 大きい運 行 形 態。
運転手の平均年齢70.5 歳。数年すると運転できなくな
る。燃料費の負担も想 定の1.5 倍。坂も急でゆっくり走
るので、１リットル3.2 ｋｍしか走らない。来年度から燃
料の補助はないというが見直していただきたい。

◆音羽学区委員
　音羽学区の小金塚。高齢者が免許返納しているのに、
70 代の運転手で維持するとは安全上も逆行している。
市や京阪が運転手を用意すべき。
◆鏡山学区委員
　 乗車運 動 はやりつくした。あとは 増 便をどのように
対策していただくか。山科区全体をみて考えていただき
たい。
◆山階南学区委員
　道が狭く、道 路の拡張を要望している。若い人も乗っ
てほしいと訴えている。
◆西野学区委員
　くるりは、乗客が多く車内の事故も心配。復活した市
バスの利用者増に宣伝頑張る。

◆京阪バス委員
　増便の願いに応えられず申し訳ない。今、会社がつぶ
れるか否かの瀬戸際だ。課題は3 点。
　一つは、敬老乗車証制度の改 変で市からの交 付金が
減少する。これでは運行を維持できない。
　二つ目は『危険なバス停』の改善で、工事費の負担が
大きい。
　三つ目に、歩行者のためのポールを立てられるが、さ
らに狭い道 路環 境でバスの運 行に支障が出ている。道
路環境の改善を。

　後日のまちづくり委員会でとりあげ一 般 質問を行い
ました。

　

第3 回京都市山科地域公共交通会議　(6 月28 日)


